様式４

団体名　　　　　　　　　　　　　
指定管理に係る事業計画書（青少年の家）
１　事業目的の達成とサービス向上への取組について

(1) 施設の管理運営方針や手法、利用方法等への考え方
	・指定管理者募集要項や仕様書を踏まえ、施設の管理運営に関する基本方針や具体的な手法、達成目標について記述してください。



(2) 職員体制、危機管理、安全・衛生管理の状況
	・施設組織図、施設に従事する職員の配置計画について記述してください。
・統括責任者（予定者）について（経歴等）記述してください。
・勤務シフト表（標準1ヶ月分）

・職員の教育・研修などの取組について具体的に記述してください。
・災害や事件事故等に対する危機管理の考え方や具体的な取組について記述してください。
・安全・衛生面に配慮した事業運営について考え方や具体的な取組について記述してください。



（3）主催事業・提案事業・自主事業について

	・主催事業・提案事業・自主事業について各事業を区分した上で実施予定の事業の事業名、実施期間及び対象者等について記述してください。



(4) サービス向上策、利用促進策、満足度の把握の考え方
	・利用者へのサービス向上に関する取組について具体的に記述してください。
・苦情への対応について方針及び方法について具体的に記述してください。

・利用者促進策（広報方法などを含む）について具体的に記述してください。

・利用者ニーズ・利用者満足度の把握方法について具体的に記述してください。



※利用者数/団体数の目標値（概算）を示してください。　　　              単位：（人/団体）

	種別
	利用者/団体
	参考（R6）
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12

	宿泊
	利用者数
（延べ）
	14,756
	
	
	
	
	

	
	利用団体数（延べ）
	644
	
	
	
	
	

	日帰り
	利用者数
（延べ）
	21,225
	
	
	
	
	

	
	利用団体数（延べ）
	325
	
	
	
	
	


(5) 他の事業者や地域、市民等との連携・協働等への考え方
	・地域や学校、行政等との連携・協力について具体的な取組を記述してください。



 （6）食事の提供の提供に関する取組について

	・利用者に提供するメニュー、１食当たりの料金について提案してください（複数提案可）。
・食品の衛生管理に関する取組について記述してください。



２　事業経営計画と管理経費縮減等への取組について
(1)事業者の収支計画や見込の妥当性、利用料金等の設定の考え方
	・収支計画について計画のポイントを箇条書きで記載してください。
・利用料金の設定について基本的な考え方を記述してください。



　※各利用料金の設定について下記の表に記載してください。
　(ア)宿泊利用料
	区分
	単位
	金額

	小学校（特別支援学校の小学部を含む。）に在学する者及び学齢に達しない者
	１人１泊につき
	（条例による上限額）300円  
提案額　 　　円  

	中学校（中等教育学校の前期課程及び特別支援学校の中学部を含む。）に在学する者
	１人１泊につき
	（条例による上限額）400円  
提案額　 　　円  

	高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）に在学する者
	１人１泊につき
	（条例による上限額）810円  
提案額　 　　円  

	その他の者
	１人１泊につき
	（条例による上限額）1,520円　
提案額　 　　円　　　　　


備考　５歳未満の者は、無料とする。
(イ)日帰り利用料
※（　　）内の金額は条例による上限額。
	 種別
	金額

	
	午前
	午後
	夜間
	全日

	
	9時～12時
	13時30分～
16時30分
	18時～21時
	9時～21時

	プレーホール
	（5,090円）
提案額　 　　円
	（5,090円）
提案額　 　　円
	（5,090円）
提案額　 　　円
	（15,270円）
提案額　　 　円

	研修室１
	（1,120円）
提案額　 　　円
	（1,120円）
提案額　 　　円
	（1,120円）
提案額　 　　円
	（3,360円）
提案額　 　　円

	研修室２
	（1,120円）
提案額　 　　円
	（1,120円）
提案額　 　　円
	（1,120円）
提案額　 　　円
	（3,360円）
提案額　 　　円

	特別研修室
	（2,030円）
提案額　 　　円
	（2,030円）
提案額　 　　円
	（2,030円）
提案額　 　　円
	（6,090円）
提案額　 　　円

	談話室
	（1,520円）
提案額　 　　円
	（1,520円）
提案額　 　　円
	（1,520円）
提案額　 　　円
	（4,560円）
提案額　 　　円

	音楽室
	（4,070円）
提案額　 　　円
	（4,070円）
提案額　 　　円
	（4,070円）
提案額　 　　円
	（12,210円）
提案額　 　　円

	創作活動室
	（2,030円）
提案額　 　　円
	（2,030円）
提案額　 　　円
	（2,030円）
提案額　 　　円
	（6,090円）
提案額　 　　円


備考　施設を利用する団体の事務所の所在地（事務所を設置していない団体にあっては、引率責任者の住所）が川崎市以外の地域にある場合の施設利用料の額は、規定利用料の５割増相当額とする。
（ウ）設備利用料
  ※（　　）内の金額は条例による上限額。
	種別
	金額

	
	午前
	午後
	夜間
	全日

	
	9時～12時
	13時30分～
14時30分
	18時～21時
	9時～21時

	電子オルガン
	（3,050円）
提案額　 　　円
	（3,050円）
提案額　 　　円
	（3,050円）
提案額　 　　円
	（9,150円）
提案額　 　　円

	ピアノ
	（3,050円）
提案額　 　　円
	（3,050円）
提案額　 　　円
	（3,050円）
提案額　 　　円
	（9,150円）
提案額　 　　円


備考　設備を利用する団体の事務所の所在地（事務所を設置していない団体にあっては、引率責任者の住所）が川崎市以外の地域にある場合の設備利用料の額は、規定利用料の５割増相当額とする。
（2）管理費経費や維持コスト等の縮減に対する考え方
	・管理経費や維持コスト等の縮減について、方針・計画を具体的に記述してください。
・効率的な施設の管理運営等のための提案（IoT活用など）があれば具体的に記述してください。



３　事業の安定性・継続性の確保への取組について
(1)モニタリングについての考え方、主体的な業務改善に向けた具体的な取組
	・セルフモニタリングについて、方針・計画を具体的に記述してください。
・利用者ニーズ・利用者満足度の把握した内容を事業への反映する方法について具体的に記述してください。




(2) 事業のバックアップ体制
	・業務を継続するためのバックアップ体制について、方針・計画を具体的に記述してください。



(3) 指定期間の更新に伴う継続性の確保策について
	・利用者の負担の軽減など引継ぎや継続性を確保するための取組等の具体的な方法について記述してください。



(4) 職員の確保に関する提案について

	・職員の確保の方法や、職員の継続雇用に向けた取組を記述してください。



４　応募団体の取組について

（1）市政への協力に対する認識や具体的な取組

	・仕様書を踏まえ、市政への協力に対する認識や具体的な取組について記述してください。



（2）環境など社会問題に対する認識や具体的な取組

	・環境（ごみ・エネルギー等）などの社会問題に対する認識や具体的な取組について、記述してください。



　

(3) コンプライアンス（法令遵守）や個人情報保護への認識や規則・規定の整備に関すること
	・コンプライアンスや個人情報への認識や具体的な取組について、記述してください。（コンプライアンスの取組に関する規定、規則を定めたものがあれば添付してください。）



(4) 市内中小企業者への優先発注等、市内事業者活用への考え方

	市内中小企業への優先発注等、市内事業者活用について、方針・計画を具体的に記述してください。



(5) 施設利用や主催事業等の応募受付のオンライン化に関すること
	・オンライン化の導入への取組及び手法等について、具体的に記載してください。



(6) 利用料金等の支払に関するキャッシュレス決済化の導入に関すること
	・キャッシュレス化への導入及び手法等について、具体的に記載してください。



＊＊＊必要に応じて適宜枠を拡張してください。＊＊＊

※各項目について、必要に応じて資料を添付してください。
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